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豊カヽなJ勤賢と融噸民を

めざしてこLPヽます

請願事項
1_ #病の原因究明､治療法確立のための予

井を大l軌こ増額すること｡

2.姓病､長期兼未着のためにEB立兼基所を

毛溝し､在宅医泰を含めだ専門医煮蔑粥

として活用すること｡

3.身体障害者福祉法など各種法制度の谷間

におかれている強病患者らの医煮､リハ

ビリ､福祉､教育､就労､住宅､交通に

関する稔合的対策を確立すること｡

4.看護婦不足を早急に解消し､大幅な増員

をはかつて､行き届いた看護を保障する

こと｡

5.難病患者､障害者､高齢者ガ安心して生

活をおくることガできるよう年金制度を

改善すること｡

6.東京に全国患者会館を設立するととも

に､生活･医凄相敬､集団無料検診など

を行う｢難病センター｣を全都道府県に

役立すること｡



すべての人が大切にされる社会をと願って

<i遠事項>

1 )署名用絡ま友の会事務局

(難癖センター)まで郵送で1

2 )署名用蝕の押耶ま印鑑の他に

サインでも良い

3)辞切りは4月末

署名と募釦)
ご協力を

お願いしきす

Q. rあら,去年の秋にも署名用紙を送ったけど､あれとはちがう

のかしら?｣

A. r前回の旺健康保険改惑反対(給食,室料,薬代の保険適用除

外の中止を求める)の鬼急署名のお願いでした｡

今回は私達難病患者が入院であれー　在宅であれ､安心して医

療を受け,感日を生きがいを持って過ごすことができるよう

組合的な難病対策の早期確立を要望するものです｣

Q. ｢具体的にどういうことを要望するのですか?J

A. ｢同封のグリーンの用紙の中を常いてよく読んでくだまい｡ 6

つの諾戯事項がわかりやすく書いてあります｣

Q. rいくらがんばって集めてもねえ｡わたしたちの濃いと反対の

方向にどんどん行ってるみたいでねえJ

A. ｢気持ちはわかります｡でも黙って何もしないでいたら状況は

もっと惑くなります｡とにかく,声に出し､行動に移すこと

です｣

Q. ｢わかりました｡でも外出の機会もあまりなくー　おつきあいも

少ないのですがJ

A.　rあなたの家族､あるいはあなたひとりでもいいんですよ｡必

ず10人集めなくちやダメということではありません｣
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総合的難病対策の早期確立を

要望する請願書

いま､難病や慢性疾患に苦しむ患者は､少ない専門医療機関と不十分な医療･生活保障制度の

もとで､高齢化し､障害は重度化重複化して､肉体的にも経済的にも家族ともども厳しく困難な

療養生活を送っています｡

-/難病患者らは､この厳しい療養生活を支えるものとして､医療保険･公費医療･年金･生活保

護など社会制度の拡充に熱い期待を寄せています｡とりわけ､身体障害者福祉法や特定疾患治療

研究事業(難病の医療費公費負担制度)､障害(基礎)年金の対象にもならす､各種制度･施策

の｢谷間｣におかれている患者は､なんらかの法制度の拡充によって､医療､生活の保障を求め

ています｡

私たちは､これらの患者や家族ガ､入院であれ在宅であれ､安心して医療を受け､毎Ejを生き

甲斐をもって過ごすことガできるよう､総合的な難病対策の早期確立を強く要望し､別記事項の

実現を請願するものです｡

(取扱団体名〕

全国謬慮病友の会北海遭文辞



1.難病の原因究明､治療法確立のための予

算を大幅に増額すること｡

2.難病､長期療養者のために国立療養所を

整備し､在宅医療を含めだ専門医療機関

として活用すること｡

3.身休障害者福祉法など各種法制度の谷間

におかれている難病患者らの医療､リハ

ビリ､福祉､教育､就労､住宅､交通に

関する総合的対策を確立することo

4.看護婦不足を早急に解消し､大幅な増員

をはかつて､行き届いた看護を保障する

こと｡

5.難病患者､障害者､高齢者ガ安心して生

活をあくることガできるよう年金制度を

改善すること｡

6.東京に全国患者会館を設立するととも

に､生活･医療相談､集田無料検診など

を行う｢難病センタ~｣を全都道府県に○

設立すること｡
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捌還迫を
｢原因の究明を｣ ｢治療法の確立を｣｡難病患者の共通の願い

ですo国の難病対策は20年を過ぎましたガ､ごく一部の疾病

を除いては大きな研究の進展はありませんo国の予算も毎年

同額で､どの研究者も一様にその/少ない研究費を指摘しますo
｢もつと予算を増やしてl ｣oすべての患者･家族の覇いで

す｡

｢これ以上よくはならない｣と医師からいオつれても､

在宅で療養できる患者の症状と介護体制からいって

その条件ガない患者がたくさんいます｡私たちは､

かねてから病院と家庭の中間にある難病患者の受入

れ施書受の書安置を望んでいます｡当面､国立療養所を､

訪問診療･訪問看護も行う難病や)長期療轟患者の受

入れ施設に整備して行くことを希望します｡

魯同職畠留◎勉め◎
融を

日本の身体障害者施策は､ ｢制限列挙方式｣といっ

て､視力､聴力､下肢､上肢､体幹､呼吸器､心臓､

胃酷など障害の種頬を並べ､その程度も細かく決め､

それ以外の障害だと｢障害者｣とは認定しませhJ｡

認定されないと身体障害者を対象にした制度は利相

できませんo難病対策もまた､対象になる病名を｢特

定｣していく方式のため､病名ガちガえば難病対策

の制度(医療費公莞負担)は利用できません.この

ような制度から"落ちこぼれ''た｢谷間の難病患者｣

に対する稔合的な施策か切実に患者から求められて

いるのです｡

衛葛矧,噛琶竃奄 
看護婦不足ガ社会問題化されてからすでに何年も経 

つていますoしかし＼深刻な看護婦不足は依然とし 

て全国的に解津当されていませhJo患者.家族.看護 

婦を司義性にする看護婦不足を早急に解消するよう求 

めます○ 

蟹鍋還臓を
病気で失職したり収入ガ減った患者･家族にとっ

て､障害年金は命の網です｡しかし､その額は月額

6万円足らす｡その低い年金さえ受けられない愚書

もいます｡高齢､独り暮らし､重症の患者も増え､

物価もあかっている中で､年金制度の改善は難病患

者らの強い願いです｡

障害者福祉センターや社会福祉センターなどガこの数年各地につくられていま

す.しかし､ ｢難病センター｣は全国で北海道にただ1か所あるだけです.患

者の様々な悩みごとに応え､集団無料検診も行い､弧独になりガちな患者ガ同

病書と交流できる場所｡そんなセンターガ各地にできることを私たちは望んで

います｡

募金にもご協力ください
募金は今田の国会請願署名活動に必要な費用(署名用紙など)として使わせていただ<ほか､ JPC

とJPC加盟箇体の諸活動を進めるための責重な資金として､大切に活用させていただきます｡豊

かな医療と福祉をめざす私どもの活動にご理解をいただき､皆様のご支援ご協力をお願いいたします｡



給合的難病対策の早期確立を要望し

豊かな医療と福祉の

実現をめざしています

すべての人が大切にされる社会をと願っています

JPC (Ej本患者.家族団体協議会)は､わガ国における患者運動のナショナルセンタ-をめざして､ 1986

年6月に結成されましたo現在21の地域難病連と11の全国疾病団体ガ加盟し､ ｢人間の尊厳･生命の尊厳

か全てにわたり何よりも大切にされる社会｣ (結成宣言)の実現を願い､医療や福祉の充実･拡大をめざ

して運動をすすめています｡



州道を
･原因の究明をJ ｢詫∋帝法の確立を'o難病患者の共通の惑い

です〇四の難病対策は20年を過ぎましたガ､.=<-部の疾病

を除いては大きな研究の進展はありません〇回の予算も留年

同額で､どの研究等も一様にその少ない研究男を指摘しますo
rもつと予算を増やしてl止すべての患者･家族の願いで

すC,

･これ以上よ<はならない｣と医師からいわれても､

在宅て漁耗できる悪書の症状と介凍捧制からいって

その条件ガない懇書がたくさんいます｡払たちは､

かねてから病院と家庭の中間に35る難病悪書a)受入

れ施設の投番を望んでいます○当面､国立原毛所を､

訪問診療･訪問苛鼓も行う難病や艮用瀬港愚書の受

入れ脂設l=慈雨して行くことを希望します｡

鵬憲盃痘魔鹿曲⑳
厩を

日本の身休障害者施策は､ r制限列挙方式.といっ

て､視力､放力､下匠､上肢､体静､呼吸缶､心良､

召取など障害の種類を血へ､その確度も細かく決め､

それ以外の障害だとr障軍書｣とは認定しませFu｡

課程されないと身体特等者を対象にした制度la:利用

で車諌せん｡難病対策もまた･対象になる病名をr特

荏.してい<方式のため､病名ガちガえば難病対策

の制度(琶濃宍公男負担)は利伺できませんoこの

ような制直から''濡ちこぼれqたr谷間の難病患者｣

に対する抱合的な施策ガ切実に患者から求められて

いるのです○

衝留置私儀鰹経
書ま婦不足ガ社会悶絶化されてからすでに何年も培

っています｡しかし､栗刻な壱謀娩不定ra:依然とし

て全日的[=解消されていません｡悪書･^家族.看議

婦を俄矧こする壱諌婦不足を早急E=解消するよう来

..- .…o ･iSを

病気で失JaLだり収入ガ減った患者･家族にとっ

て､障害年金は車の網です○しかし､その額は月額

6万円尾うすQその低い年金さえ受けられない患者

もいます｡高齢､独り罫らし､重症の患者も増え､

物価もあガっている中で､年金制度の改善は難病患

者らの強い鼠いです｡

陣容壱福祉センタ-や社会福祉センターなどガこの数年古池(こつくられていま

れしかし､ r難病センターJは全国で北海道に75だ1か所あるだけです○患

者の様々な悩み=とに栖え､集団無料検診も行い､孤独になりガちな悪者ガ同

病菅と実流できる場軌そんなセンタ-ガ各地にできることを払たちは望jlJで

募金にもご協力ください
募金は鯛の国会請願署名活動に必要な異用(署名用紙など)として使わせていただくほか､ JPC

とJPC加盟既体の諸活動を進めるための責重な責金として､大切に活用させていただきます｡豊

かな医燕と制はめざす私ともの活動にご理解をいただき､皆様のご支援=協力をお軌1いたします｡
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